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調査の概要

町内には77箇所の遺跡が周知されている。このうち、本年度は 6箇所で試掘調査、 3箇所で立

ち会い調査が実施された。その内訳は、公共事業開発に伴う試掘調査が 2件、立ち会い調査が 3

件、民間企業等の開発による試掘調査が 2件、開発が予想される地域での確認試掘調査が 2件で

あった。小規模開発に伴うものが主体的であったため、調査に日数を要したものはなかった。ま

た、調査結果は藤塚遺跡で経石が採集されたほかは、ほとんどの遺跡で遺構 。遺物が検出されな

いという状況で、本調査に至ったものは皆無であった。

本年度試掘調査 した遺跡一覧は下の表、また、詳細は次章に記す。

第 1表 試掘実施遺跡一覧表

遺 跡 名 住 所 原  因  者 調 査 原 因

藤  塚 大字御代田字藤塚
開発が予想される地域での確認

試掘調査

西 向 原 大字御代田字下根岸 榊アルカディア 事務所建設

馬  場 大字馬瀬口字梨木平 浅間農業協同組合 野菜加工場建設

中 金 井 大字御代田字藤塚 御代田町 道路改良

追分道添 大字草越858-3 御代田町 農道改良

小田井城 大字御代田2,859
開発が予想 され る地域 での確 認

試掘調査



第 1図 御代田町遺跡分布図 (1:100,000)
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‖ 試掘調査の結果

1 藤塚遺跡

(1) 調 査 場 所 長野県北佐久都御代田町大字御代田字藤塚

(2) 調 査 時 期 平成10年 5月 7日 ～ 5月 20日

(3) 調 査 原 因 開発が予想される地域の確認試掘調査

(4) 調 査 担 当 堤 隆、小山岳夫

(5) 調査概要 と結果

藤塚地区は、佐久市と御代田町の市町境にあたり、佐久市の小田井工業団地に隣接 し、新幹線

ルー トにもあたる開発が予想される地域である。

遺跡は、湯川へ と下る坂道の切 り通 しにあり、カッティング面からすでにいくつかの経石が採

取されていたため、今後予想される開発に対する事前の情報把握のため、試掘調査 を実施 した。

結果、多数の経石が出土 した。その素材は小形の川原石で、遺跡の眼下にある湯川から採取さ

れたものと考えられる。基本的には 1文字のみの一字一石経であるが (写真中・下段 )、 中には数

文字が記載されたものも何′点かあった (写真上段左 4′点)。 また、川原石の中央部 を景J離 して浅い

くぼみをつけ小形の硯 として利用 しているものがあった (写真上段右 1点 )。

遺構の年代を推定できる遺物などの手がか りは得 られなかった。

´
」ぃ′

第 2図 藤塚経塚遺跡の位置 (1:50,000)



Ｆ
五
覇

第 3図 藤塚遺跡遠景

第 4図 出土 した経石 と硯 (上段右 1点 )



西向原遺跡

(1) 調 査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字御代田字下根岸632・ 635番地

(2) 調 査 時 期 平成10年 6月 10日

(3) 調 査 原 因 者 株式会社アルカディア 代表取締役 牧野和人

(4) 調 査 原 因 事務所建設

(5) 調 査 担 当 小山岳夫

(6) 調査概要 と結果

御代田町では過去に調査されたことがない遺跡であるが、遺跡の西方は佐久市にまで延びてお

り、下前田原遺跡として周知されている。遺跡の内容は縄文・奈良 。平安時代の遺物散布地で、

佐久市では昭和58年に発掘調査 を行っている。 しか し、この折には若干の縄文時代遺物が検出さ

れた程度で、遺構はあまり検出されなかった。

今回の発掘調査では、事務所建設予定地内に重機により、 3条の トレンチを入れたが、遺構・

遺物は検出されなかったため、この時′点で発掘調査終了とした。

当遺跡南側には、律令期を中心 とする集落として著名な鋳師屋遺跡群が接 しているため、今後

も継続的に試掘調査 を行っていく必要がある。

770.9

第 5図 西向原遺跡の位置 (1:10,000)



第 6図  トレンチ設定図 (1:500)
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第 7図

トレンチ設定

写真



馬場遺跡

(1) 調 査 場 所 長野県北佐久lll御 代 HI町大字馬瀬口字梨木平9353番 地外 5筆

(2)調  査 時 期 平成10年 7月 28日

(3) 調 査 原 因 者 浅間農業協同組合 代表取締役 高地忠男

(4) 調 査 原 因 野菜加工場建設

(5) 調 査 担 当 小山岳夫

(6) 調査概要 と結果

本発掘地点は旧小沼小学校 グラン ドで、北側はすでに大きく削平されていることは明らかであ

った。そこでまず、南北方向に トレンチを入れ、削平の及んでいない箇所の絞 り込みを行った。

その結果、グラン ド南部 3分の 1の範囲は表土が残存していることがわかった。そこで次に建物

の基礎部分に沿って東西方向に トレンチを入れたところ、東ほど表土が浅 く、西側に向か うにつ

れ深 くなることが判明した。表土の厚さは東端で30cm、 西では 3m以上に達する。

この トレンチを入れた範囲で、遺構・遺物が全 く検出されなかったため、調査を終了した。

第 8図  トレンチ設定写真
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第 9図 馬場遺跡位置図 (1:10,000)

第10図  トレンチ設定図 (斜アミ、 1:1′ 200)



中金井遺跡群
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※斜アミ深掘り箇所

第13図 深掘箇所
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第12図 中金井遺跡群の位置 (1:10,000)



追分道添遺跡

(1) 調 査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字草越8583、 900-5番地

(2) 調 査 時 期 平成10年 12月 3日 ～22日

(3) 調 査 原 因 者 御代田町

(4) 調 査 原 因 農道改良

(5)調  査 担 当 小山岳夫

(6) 調査概要 と結果

既存の道路を破壊 し、新たな舗装を行 う工事であるため、旧道路撤去時に確認調査 を行った。

その結果、遺構・遺物は検出されなかった。過去に固場整備 を行った地域であるため、遺構確

認面が荒れてお り、遺構の確認が難 しい地域である。

ライン
/

追分道添調査区
イー

洵 ′  v

a

′2

第 14図 追分道添遺跡の発掘区



第15図 追分道添遺跡 トレンチ設定写真

小田井城跡

(1) 調 査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字御代田2859番地

(2) 調 査 時 期 平成H年 2月 2511

(3) 調 査 原 l■l者 現段階では特定されず

(4) 調 査 原 因 開発が予想される地域の確認試掘調査

(5) 調 査 担 当 小山岳夫

(6) 調査概要 と結果

町史跡小田井城跡の周辺は宅地化が進み開発が盛んに行われているため、当城跡内も近い将来

開発されることが予想される。城跡の重要性については、その規模の大きさや伝承等で周知され

ているが、発掘が行われていないため、実態は不明確であった。今回は城跡の重要性を再認識す

るために重機を導入して試掘調査を行った。

その結果、堀に並行 して何らかの施設が設置されていた可能性の高いことが明らかになった。

それ以外は目立った遺構は検出されなかった。 また、周辺の踏査、聞き取 り調査により、土塁・

′3



空堀でもっとも厳重に囲郭されている城跡北側の郭の備えがもっとも堅 く、ここに城の主体があ

ったらしいことが予測された。

遺物は検出されなかった。

第16図  トレンチ設定図 (1:500。 黒塗部は落ち込み)



第17図 小田井城跡 と戸谷城跡の縄張 り図

(1:5′ 000)
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第20図

トレンチ設定

状況



1 東ニツ石遺跡

(1)調 査 場 所

(2)調 査 時 期

(3)調 査 原 因

(4)調 査 結 果

2 池尻遺跡

(1)調 査 場

(2)調 査 時

(3)調 査 原

(4)調 査 結

3 滝沢遺跡

(1)調 査 場

(2)調 査 時

(3)調 査 原

(4)調 査 結

Ⅲ 立ち会い調査の結果

長野県北佐久郡御代田町大字塩野1,080外

平成10年 10月 27日

上水道付け替え工事

遺構 。遺物なし

天仁の火砕流が厚 く堆積。

長野県北佐久郡御代田町大字児玉字東林

平成10年 11月 5日

下水道工事

遺構・遺物なし

天仁の火砕流が厚 く堆積。

所 長野県北佐久郡御代田町大字塩野2,367外

期 平成10年 11月 20日

因 上水道工事

果 遺構 。遺物なし

所

期

因

果

17
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第22図 池尻遺跡立ち会い
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